
Title 戦後西ドイツ史研究における一九五〇年代論 : 「近
代化」をめぐる近年の研究動向を中心に

Author(s) 田中, 晶子

Citation 待兼山論叢. 史学篇. 2002, 36, p. 51-74

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/48099

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



戦
後
西
ド
イ
ツ
史
研
究
に
お
け
る
一
九
五0
年
代
論

|
|
「
近
代
化
」
を
め
ぐ
る
近
年
の
研
究
動
向
を
中
心
に
|
|

田

中

日
日日

子

は
じ
め
に

ド
イ
ツ
近
現
代
史
研
究
に
お
い
て

一
九
四
五
年
は
「
ド
イ
ツ
史
に
お
け
る
最
も
深
い
断
絶
点
」
あ
る
い
は
「
零
時
刻
」3
2
ロ
骨

Z
巳
]
)
と
し
て
、
敗
戦
に
よ
る
旧
来
の
ド
イ
ツ
社
会
の
全
面
的
な
崩
壊
と
戦
後
西
ド
イ
ツ
社
会
の
発
展
を
分
か
つ
一
大
転
換
点
に
位
置

(
1
)
 

づ
け
ら
れ
て
き
た
。
一
九
四
五
年
を
境
と
す
る
ド
イ
ツ
の
政
治
体
制
が
あ
ま
り
に
も
鋭
い
断
絶
を
示
す
た
め
に
、
歴
史
学
的
関
心
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
二
つ
の
政
治
体
制
の
差
異
に
関
す
る
際
立
っ
た
特
徴
と
い
う
点
に
集
中
し
て
き
た
。
西
ド
イ
ツ
の
戦
後
期
を
対
象

一
九
八
0
年
代
初
頭
に
至
る
ま
で
、
西
ド
イ
ツ
の
戦
後
史
研
究
の
主
要
な
問
題
関
心
は
、

と
す
る
研
究
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

政
治
史
と
外
交
史
、
と
り
わ
け
戦
後
世
界
に
お
け
る
西
ド
イ
ツ
の
地
政
学
的
位
置
を
め
ぐ
る
領
域
(
「
ド
イ
ツ
問
題
」
)
に
概
ね
限
定
さ

(2) 

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

51 

戦
後
史
研
究
の
政
治
史
へ
の
傾
斜
は
、
「
社
会
」
そ
れ
自
体
を
分
析
の
対
象
と
し
て
祖
上
に
載
せ
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
の
傾
向
は
、
と
り
わ
け
五
0
年
代
の
西
ド
イ
ツ
社
会
の
把
握
に
顕
著
に
反
映
さ
れ
て
き
た
。
五

0
年
代
は
、
経
済
的
に
は
類
例
の
な

い
発
展
を
達
成
し
た
も
の
の
、
政
治
的
に
は
「
正
常
性
へ
の
復
帰
」(
Z
2
5丘
町
ぽ
E

口
問
)の
掛
け
声
の
下
、
ナ
チ
ズ
ム
の
過
去
の
忘

却
と
強
固
な
反
共
主
義
の
浸
透
、
伝
統
的
な
家
族
生
活
へ
の
回
帰
に
み
ら
れ
る
非
政
治
的
な
領
域
へ
の
後
退
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
、
輝

(
3
)
 

き
の
な
い
「
鉛
色
の
時
代
」
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
社
会
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し

一
九
八
0
年
代
初
頭
以
降
の
戦
後
史
研
究
の
進
展
に
と
も
な
い
、
五
0
年
代
の
社
会
変
化
を
対
象
と
し
た
実
証
研
究
や
共

同
研
究
の
成
果
が
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
現
在
、
五

0
年
代
後
半
i

ー
と
り
わ
け
そ
の
第
3

三
半
期
|
は
ド
イ
ツ
社
会

史
上
の
画
期
と
し
て
、
ま
た
文
化
・
社
会
面
に
お
け
る
「
近
代
化
」
の
時
代
と
し
て
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
近
年

の
戦
後
史
研
究
の
潮
流
を
個
々
の
研
究
が
提
示
す
る
五0年
代
の
位
置
づ
け
の
検
討
を
通
じ
て
整
理
し
、
今
後
の
戦
後
史
研
究
の
可
能

性
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
際
、
変
化
の
方
向
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
、
個
々
の
業
績
が
「
近
代
性
」
「
近
代
化
」
と

い
う
キ
i

概
念
に
対
し
て
と
る
ス
タ
ン
ス
を
指
標
と
し
て
、
そ
の
変
遷
を
跡
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

「
復
古
」
か
「
新
た
な
出
発
」
か
|
|
一
九
七0
年
代
ま
で
の
五
0
年
代
論
|
|

一
九
八
0
年
代
初
頭
に
至
る
ま
で
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
史
研
究
に
二
大
解
釈
枠
を
提
供
し
た
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
場
に
立
つ

「
復
古
テi

ゼ
」
と
近
代
化
論
に
依
拠
す
る
「
新
た
な
出
発
」
論
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
で
は
、
八
0
年
代
以
降
の
研
究
の

変
化
を
明
確
に
捉
え
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
「
復
古
テ
ー
ゼ
」
と
「
新
た
な
出
発
」
論
に
お
け
る
五

0
年
代
の
位
置
づ
け
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

「
復
古
テ
ー
ゼ
」
の
起
源
は
、
戦
後
初
期
の
左
派
知
識
人
を
中
心
と
す
る
社
会
主
義
的
改
革
の
挫
折
の
体
験
に
湖
る
。
敗
戦
に
よ
る



ド
イ
ツ
社
会
の
瓦
解
後
の
「
繋
明
の
雰
囲
気
」
と
よ
ば
れ
る
解
放
感
の
な
か
で
、
経
済
の
社
会
化
や
共
同
経
済
を
提
唱
す
る
社
会
主
義

的
改
革
へ
の
気
運
が
共
産
主
義
者
か
ら
社
会
民
主
党
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
の
左
派
グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
的
・
人
道
主

義
的
な
立
場
に
拠
る
知
識
人
に
至
る
ま
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
済
の
社
会
化
を
中
心
と
す
る
改
革
へ
の
志
向
は
、

一
九
四
八
年
六
月
二
O
日
に
実
施
さ
れ
た
通
貨
改
革
後
、
西
ド
イ
ツ
経
済
の
回
復
が
急
速
に
実
現

戦後西ドイツ史研究における一九五0年代論

ア
メ
リ
カ
占
領
軍
当
局
の
拒
絶
と
、

(
4
)
 

す
る
中
で
退
潮
し
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
の
社
会
化
の
挫
折
、
再
軍
備
、
不
徹
底
な
非
ナ
チ
化
が
見
ら
れ
た
五0
年
代
の
西
ド

イ
ツ
社
会
は
、
左
派
の
活
動
グ
ル
ー
プ
の
当
初
の
希
望
と
政
治
目
標
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
従
来
の
ド
イ
ツ
社
会
へ
の
失
望
を
と
も
な

っ
た
「
復
古
」
と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
四
九
年
の
東
西
ド
イ
ツ
建
国
後
は
、
「
復
古
」
概
念
は
、
西
ド
イ
ツ
ト
国
内
で
は
オ
イ

ゲ
ン
・
コ
l

ゴ
ン
や
ヴ
ア
ル
タ
l

・
デ
ィ
ル
ク
ス
ら
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
i

・
へ
フ
テ
」
に
拠
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
左
派
知
識
人
に
よ

(5) 

っ
て
唱
え
ら
れ
る
一
方
で
、
東
ド
イ
ツ
歴
史
学
に
受
容
さ
れ
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
史
の
解
釈
枠
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
六
0
年
代
末
、
プ
ラ
ン
ト
政
権
に
よ
る
東
方
外
交
の
促
進
を
遠
因
に
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
と
学
生
叛
乱
の
高
揚
を
直
接
的

な
契
機
と
し
て
、
西
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
界
に
お
い
て
も
、
「
復
古
テ
ー
ゼ
」
が
戦
後
西
ド
イ
ツ
史
の
解
釈
枠
と
し
て
受
容
さ
れ
る
。
「
復

古
テ
ー
ゼ
」
の
中
心
的
な
問
題
関
心
は
、
「
挫
折
さ
せ
ら
れ
た
新
秩
序
」
「
押
し
つ
け
ら
れ
た
資
本
主
義
」
と
い
う
惹
句
が
示
す
よ
う
に
、

西
ド
イ
ツ
社
会
を
決
定
づ
け
る
四
五
年
以
前
か
ら
の
否
定
さ
れ
る
べ
き
政
治
体
制
・
資
本
主
義
的
経
済
構
造
の
貫
徹
の
原
因
の
解
明
に
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あ
っ
た
。
こ
の
期
に
確
立
し
た
「
復
古
テ
i

ゼ
」
は
六
0
年
代
半
ば
以
降
開
始
さ
れ
た
占
領
期
の
史
料
公
開
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
は

い
た
も
の
の
、
歴
史
学
の
方
法
論
の
観
点
か
ら
は
、
政
党
の
綱
領
・
制
度
を
対
象
と
す
る
伝
統
的
な
政
治
史
の
枠
内
に
と
ど
ま
り
、
ま

た
研
究
の
対
象
と
な
る
期
間
も
一
九
四
五
1

四
九
年
の
戦
後
初
期
に
ほ
ぽ
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
五0
年
代
の
「
社
会
」
は
分
析
の

(6) 

対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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一
方
、
近
代
化
論
に
依
拠
す
る
「
新
た
な
出
発
」
論
に
お
い
て
は
、
五
0
年
代
を
含
む
戦
後
西
ド
イ
ツ
社
会
は
、
四
五
年
以
前
の

「
肢
行
的
な
」
近
代
化
過
程
に
よ
っ
て
温
存
さ
れ
た
ド
イ
ツ
特
有
の
社
会
構
造
か
ら
解
放
さ
れ
、
西
欧
型
の
「
正
常
な
」
近
代
国
家
と

し
て
再
出
発
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
主
唱
者
と
い
う
べ
き
社
会
学
者
R

・
ダ
i

レ
ン
ド
ル
フ
は
、
『
民
主
主
義
と
社
会
』
(
一
九
六

五
年
)
に
お
い
て
、
ナ
チ
ズ
ム
の
支
配
が
、

そ
の
反
近
代
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
喧
伝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
制
的
同
一
化
の
過
程
を

通
じ
て
ド
イ
ツ
の
自
由
主
義
的
民
主
主
義
の
発
展
を
妨
げ
て
き
た
伝
統
的
な
社
会
構
造
の
破
壊
を
も
た
ら
し
た
と
論
じ
た
。
彼
は
、
ナ

チ
ス
が
、
権
力
掌
握
の
過
程
に
お
い
て
、
共
産
党
、
社
会
民
主
党
、
労
働
組
合
の
全
面
的
な
排
除
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
会
、
家
族
、地

域
社
会
な
ど
の
伝
統
的
な
紐
帯
を
も
解
体
し
た
結
果
、

そ
の
「
意
図
せ
ざ
る
近
代
化
効
果
」
に
よ
っ
て
、
個
人
が
伝
統
的
な
社
会
的
帰

属
で
は
な
く
、
業
績
に
も
と
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
戦
後
の
自
由
民
主
主
義
的
な
西
欧
型
の
市
民
社
会
へ
の
道
を
聞
い
た
点
を
強
調
し
た

(
7
)
 

の
で
あ
る
。
広
義
の
「
新
た
な
出
発
」
論
に
は
、
修
正
近
代
化
論
に
も
と
づ
き
「
ド
イ
ツ
特
有
の
道
」
を
唱
え
た
社
会
構
造
史
学
派
も

ま
た
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。
J

・
コ
ッ
カ
は
七
九
年
の
論
考
で
、
「
復
古
」
か
「
新
た
な
出
発
」
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
資
本
主

義
体
制
、
伝
統
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
復
活
、
不
十
分
な
非
ナ
チ
化
と
官
僚
制
の
連
続
性
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
東
西
ド
イ
ツ
の
分
割
、

東
エ
ル
ベ
の
ユ
ン
カ
l

階
級
の
消
滅
と
軍
国
主
義
の
克
服
、
政
党
の
再
編
成
と
、
市
民
層
と
労
働
者
階
級
の
変
質
お
よ
ぴ
ボ
ン
基
本
法

の
画
期
的
意
義
を
挙
げ
、
連
続
・
非
連
続
の
両
面
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
四
五
年
以
前
の
「
特
有
の
道
」
と
は
区
別
さ
れ
る
戦
後
西
ド

(
8
)
 

イ
ツ
社
会
の
発
展
を
認
め
て
い
る
。

「
復
古
テ
ー
ゼ
」
と
近
代
化
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
比
較
す
れ
ば
、
後
者
は
前
者
に
比
べ
て
、は
る
か
に
「
社
会
」
の
領
域
を
考
察
の

対
象
に
含
め
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
両
者
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
「
近
代
化
」
に
対
す
る
価
値
判
断
こ
そ
対
照
的
で
あ
る
も
の

の
、
政
治
体
制
の
分
析
を
中
心
に
据
え
る
た
め
、五
0
年
代
の
「
社
会
」
の
領
域
を
、
独
自
性
を
備
え
た
固
有
の
領
域
と
し
て
把
握
し



J 

i

四
九
年
)

七
0
年
代
末
ま
で
の
戦
後
史
研
究
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
分
析
と
創
業
期
(
一
九
四
五

(
9
)
 

の
評
価
と
現
状
把
握
の
一
体
化
」
(
J
・
コ
ッ
カ
)
と
い
う
言
葉
に
要
約
さ
れ
る
よ
う
に
、
冷
戦
構
造
を
反
映
し
た
二
つ

ょ
う
と
す
る
視
点
は
希
薄
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

の
政
治
的
立
場
の
表
明
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
「
社
会
」
は
政
治
の
枠
組
み
の
中
に
併
合
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

戦後西ドイツ史研究における一九五0年代論

「
政
治
」
か
ら
「
社
会
」
へ
|
|
一
九
八
0
年
代
の
研
究
動
向
|
|

一
九
八
0
年
代
の
新
た
な
戦
後
史
研
究
の
潮
流
は
、
政
治
の
領
域
に
一
元
化
さ
れ
て
評
価
さ
れ
て
き
た
五
0
年
代
の
「
社
会
」
そ
の

(
凶
}

も
の
を
研
究
対
象
と
す
る
動
向
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
研
究
動
向
の
変
化
は
二
つ
の
方
向
性
に
要
約
で
き
る
。
一
つ
は

五
0
年
代
後

半
の
「
社
会
」
の
領
域
に
お
け
る
「
近
代
化
」

べ
の
注
目
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

一
九
四
五
年
の
政
治
的
断
絶
に
も
か
か
わ
ら
ず
持

続
し
た
長
期
の
社
会
史
的
連
続
性
を
再
考
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
の
変
化
の
前
提
に
は
、
六

0
年
代
半
ば
以

降
漸
次
進
め
ら
れ
た
文
書
館
史
料
の
公
開
に
と
も
な
い
、
戦
後
史
研
究
の
対
象
と
な
る
時
期
が
、
一
九
四
五

l

四
九
年
の
戦
後
初
期
か

(
日
)

ら
五
0
年
代
全
般
に
、
さ
ら
に
は
六
0
年
代
初
頭
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
と
い
う
史
料
面
で
の
研
究
状
況
の
改
善
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦

後
期
が
本
格
的
な
歴
史
研
究
の
対
象
と
な
る
に
し
た
が
い
、
四
五
年
以
前
の
期
間
を
研
究
対
象
と
し
た
「
近
代
史
」
(
5
5
5

宕

R
E
n
z
o
)研
究
と
四
五
年
以
降
を
対
象
と
し
た
「
現
代
史
」
(
N
O円
高g
n
F
W
F
Z
)研究
の
学
問
的
境
界
が
弱
ま
り
、
相
互
の
研
究
者

(
ロ
)

の
越
境
を
容
易
に
し
た
こ
と
も
、
戦
後
期
を
近
現
代
史
の
長
期
の
連
続
性
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
の
契
機
と
な
っ
た
。

第
一
の
方
向
性
で
あ
る
五
0
年
代
後
半
の
「
近
代
化
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
新
た
な
五
0
年
代
研
究
の
端
緒
を
ひ
ら
い
た
の
は
、

政
治
史
の
領
域
で
ア
デ
ナ
ウ
ア
l

時
代
(
一
九
四
九
i

六
三
年
)

の
再
評
価
を
目
指
し
た
、
政
治
学
者
H
i
p
-

シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
の
著

55 

書
「
ア
デ
ナ
ウ
ア
i

時
代

共
和
国
の
創
業
期
一
九
四
九
l

五
七
年
』
(
一
九
八
一
年
)
及
び
『
ア
デ
ナ
ウ
アl
時
代

時
代
の
変
化
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一
九
五
七
|
一
九
六
三
年
』
(
一
九
八
三
年
)

(
日
)

で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
は
一
九
四
九

i

五
七
年
を
対
象
と
す
る
第
一
巻
の
最
終
章

モ
l

タ
リ
ゼ
i

シ
ョ
ン
、
消
費
文
化
、
社
会
階
層
、
世
論
、
思
想
、
政
治
風
土
に
及
ぶ
五

「
五O
代
の
精
神
」
に
お
い
て
、
都
市
化
、

0
年
代
の
「
社
会
」
の
広
範
な
領
域
を
概
観
し
た
う
え
で
、
お
お
よ
そ
五
0
年
代
半
ば
を
境
と
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
現
代
」
と
「
昨

(
M
)
 

日
の
世
界
」
を
分
か
つ
全
般
的
な
変
化
が
生
じ
た
点
を
指
摘
し
た
。
彼
は
、
五0
年
代
後
半
は
「
復
古
」
の
時
代
で
は
な
く
、
一
八
七

一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
建
設
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
至
る
急
激
な
近
代
化
の
時
代
に
匹
敵
す
る
「
刺
激
的
な
近
代
化
の
時
代
」
で
あ
り
、

(
お
)

ド
イ
ツ
社
会
史
上
の
画
期
と
し
て
再
評
価
し
う
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
の
提
起
し
た
、
政
治
以
外
の
広
範
な
「
社

会
」
の
領
域
を
包
括
す
る
社
会
史
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
た
「
近
代
化
」
概
念
は
、
戦
後
史
研
究
の
新
た
な
研
究
領
域
の
拡
大
を
示

唆
す
る
と
と
も
に

一
九
四
五
年
と
い
う
固
定
的
な
時
期
区
分
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
き
た
二

O
世
紀
の
ド
イ
ツ
史
を
貫
く
文
化
的
・

社
会
的
連
続
性
に
|
l

「
復
古
テl
ゼ
」
と
で
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で!
l

注
目
す
る
視
角
を
提
示
し
た
点
で
、
画
期
的
な
意
義
を
も
っ
た
。

こ
の
点
で
、
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
の
提
起
し
た
「
近
代
化
」
概
念
は
、五
0
年
代
後
半
を
特
徴
づ
け
る
時
代
概
念
と
し
て
、
A
-

シ
ル
ト
に

代
表
さ
れ
る
九
0
年
代
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
に
受
容
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

第
二
の
方
向
性
で
あ
る
、
長
期
の
連
続
性
を
問
題
と
す
る
研
究
は
、
主
に
、
近
代
史
を
対
象
と
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
動
向
の
代
表
例
と
し
て
、
社
会
学
者
R

・
レ
プ
ジ
ウ
ス
と
社
会
史
家
W
・
コ
ン
ツ
ェ
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
共
同
研
究
『
ド

(M) 

イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
社
会
史
連
続
性
の
問
題
へ
の
寄
与
』
(
一
九
八
三
年
)
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
論
集
は
、
そ
れ
ま
で
戦

後
史
研
究
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
上
ら
な
か
っ
た
、
西
ド
イ
ツ
の
人
口
動
態
、
社
会
福
祉
国
家
の
発
展
、
社
会
階
級
の
形
成
と
変
化
、
軍
隊
、

法
制
度
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
「
社
会
」
の
領
域
を
対
象
に
し
、
個
別
領
域
ご
と
の
変
化
を
、
第
二
帝
政
期
・
ワ
イ
マ
ル
期
か
ら
西
ド

イ
ツ
の
一
九
七
0
年
代
に
及
ぶ
長
期
の
ス
パ
ン
の
中
で
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
多
様
な
領
域
を
対
象
と
し
た
こ
の
論
集
は
、
社
会



福
祉
国
家
の
発
展
に
と
も
を
う
社
会
階
級
の
変
容
を
一
つ
の
中
心
的
な
テ
l

マ
と
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
労
働
者
階
級
、

(
口
)

老
齢
年
金
制
度
を
対
象
と
し
た
三
つ
の
個
別
研
究
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
戦
後
西
ド
イ
ツ
社
会
で
は
、

ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
!
層
、

一
九
六
0
年
代

以
降
、
労
働
者
(
〉
号
巳
宮
門
)
と
階
級
文
化
と
の
結
び
つ
き
が
弛
緩
し
、
労
働
者
階
級
と
は
法
的
・
社
会
的
特
権
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ

る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
(
〉
ロ
m
g
Z
Z
5
0
)と
労
働
者
と
の
融
合
に
よ
る
一
雇
用
者
層
(
〉
円Z
E
5
F
5
2
)
の
形
成
が
み
ら
れ
る
が
、

戦後西ドイツ史研究における一九五0年代論

こ
れ
ら
の
研
究
は
、

そ
の
萌
芽
を
三
0
年
代
に
ま
で
遡
及
し
て
跡
づ
け
た
の
で
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
階
級
文
化

の
変
容
を
対
象
と
し
た
J

・
モ
l

ザ
ー
は
、
第
二
帝
政
期
か
ら
一
九
七
O
年
に
及
ぶ
一
世
紀
近
い
期
間
の
労
働
者
の
実
質
賃
金
、
家
計

の
支
出
パ
タ
ー
ン
、
居
住
環
境
、
社
会
保
障
な
ど
の
通
時
的
な
変
化
を
追
っ
た
研
究
の
中
で
、
五0
年
代
半
ば
以
降
、
従
来
の
窮
乏
に

(
日
)

よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
的
境
遇
」
か
ら
の
解
放
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
長
期
の
社
会

史
的
連
続
性
の
発
見
は
、
五
0
年
代
後
半
の
変
化
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
四
五
年
の
政
治
的
断
絶
に
代
わ
る
新
た
な
時
期
区
分
の
可
能

性
を
も
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

八
0
年
代
に
は
、
政
治
史
の
領
域
か
ら
も
、
戦
後
史
の
時
期
区
分
と
五
0
年
代
の
位
置
づ
け
を
再
考
す
る
新
た
な
試
み
が
な
さ
れ
た
。

ル
ー
ル
地
方
を
対
象
に
、
オ
l

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
手
法
を
駆
使
し
て
、
戦
後
の
工
業
労
働
者
の
政
治
文
化
の
変
化
を
考
察
し
よ
う

(
川
口
)

そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

と
試
み
た
L

・
ニ
l

ト
ハ
マ
i

の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
一
九
八
三
1

八
五
年
)
は
、

目
的
は

一
九
五
0
年
代
に
ル
l

ル
地
方
の
工
業
労
働
者
が
S
P
D

を
支
持
す
る
に
至
っ
た
政
治
文
化
的
な
背
景
を
、
一
九
三
0
1

六

O
年
に
ル
i

ル
地
方
に
在
住
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
階
層
か
ら
な
る
約
三O
O

人
を
対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の

(
幼
)

日
常
生
活
に
お
け
る
体
験
を
復
元
し
、
当
事
者
の
主
観
的
な
意
味
付
け
を
分
析
す
る
こ
と
で
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

57 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
と
な
っ
た
ル
l

ル
地
方
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
大
の
工
業
地
籍
で
あ
る
が
、
第
二
帝
政
期
か
ら
ワ
イ
マ
ル
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期
に
は
、
社
会
民
主
党
の
支
持
基
盤
と
し
て
は
相
対
的
に
弱
体
な
地
域
で
あ
っ
た
。
帝
政
期
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
堅
固
な
政
治
文
化
的

、
リ
ュ
i

の
障
壁
に
阻
ま
れ

ワ
イ
マ
ル
期
に
は
共
産
党
の
伸
長
に
押
さ
れ
る
か
た
ち
で
、

s
p
D

は
、
中
央
党
、
共
産
党
に
次
ぐ
、

第
三
党
の
佐
置
に
長
ら
く
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

五
0
年
代
後
半
以
降
、
C
D
U

の
全
国
的
な
優
勢
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ル
ー
ル
地
方
は
、
連
邦
議
会
並
び
に
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の
選
挙
に
お
い
て
、
他
の
地
域
に
先
駆
け
て

S
P
D

の
強
力
な
支
持
基

盤
へ
と
変
化
す
る
。
五
0
年
代
の
ル
ー
ル
地
方
の
工
業
労
働
者
の
S
P
D

支
持
の
解
明
と
い
う
命
題
へ
の
具
体
的
な
回
答
と
し
て
、

一

ー
ト
ハ
マ
l

は
、
戦
中
戦
後
の
社
会
的
流
動
性
の
上
昇
に
よ
っ
て
労
働
者
の
従
来
の
労
働
者
文
化
や
政
治
的
ミ
リ
ュ
!
と
の
結
び
つ
き

が
弛
緩
し
個
人
主
義
化
が
促
進
さ
れ
た
点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
後
の
統
一
労
組
に
お
い
て
、
ル
ー
ル
地
方
が
石
炭
・
鉱
業
の
共

同
決
定
の
際
に
他
地
域
の
よ
う
に
左
派
の
主
導
権
が
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
労
働
者
と
企
業
と
地
方
自
治
体
と
の
社
会
民
主
主

義
的
な
仲
介
的
な
レ
ベ
ル
を
制
度
化
し
え
た
こ
と
ル
i

ル
地
方
の
国
際
的
な
重
要
性
と
そ
れ
に
と
も
な
う
西
欧
化
の
進
展
、
強
い
コ

ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
傾
向
を
指
摘
し
、
s
p
D

が
「
ル
!
ル
地
方
に
お
い
て
、
最
初
の
労
働
者
政
党
で
な
く
、
最
後
の
労
働
者
政
党
で

(
幻
)

以
上
の
よ
う
な
労
働
者
の
政
治
文
化
の
変
化
に
対
応
し
え
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

あ
っ
た
」
が
ゆ
え
に
、

以
上
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
概
要
で
あ
る
が
、
戦
後
史
の
時
期
区
分
と
五
0
年
代
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、
①
戦
後
の
画
期

と
し
て
四
五
年
に
代
わ
る
四
八
年
を
提
唱
す
る
点
、
②
同
時
代
人
の
記
憶
の
上
で
は
、
五
0
年
代
の
体
験
が
三
0
年
代
後
半
か
ら
四
0

年
代
初
頭
ま
で
の
好
況
期
の
体
験
を
準
拠
枠
と
し
て
、
そ
の
戦
前
の
消
費
を
初
め
と
す
る
生
活
環
境
が
四
八
年
以
降
、
再
び
同
じ
水
準

(
幻
)

に
ま
で
回
復
さ
れ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
一
九
二
五
年
生
ま
れ
の
地
方
公
務

員
ホ
ル
ス
ト
・
ク
ロ
ル
の
記
憶
の
再
現
を
引
用
し
よ
う
。
彼
は
、
戦
中
戦
後
の
体
験
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
「
そ
れ
(
四
八

年
)
以
前
の
年
月
は
、

そ
う
戦
争
だ
っ
た
。
四
八
年
の
通
貨
改
革
ま
で
の
最
初
の
五
年
間
は
本
当
に
何
ご
と
も
起
ら
な
か
っ
た
:
・
五

O



年
代
は
、
そ
う
上
昇
だ
っ
た
。
再
び
物
事
が
進
み
だ
し
た
。
人
は
、
何
も
の
か
を
創
る
こ
と
が
で
き
、

(
幻
}

に
戻
っ
た
ん
だ
」
。
つ
ま
り
、

そ
し
て
、
す
べ
て
は
再
び
正
常

一
九
四
五
年
は
、
「
戦
争
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
一
九
四
三
i

四
八
年
の
戦
中
戦
後
の
混
乱
の
中
で
空

白
の
期
間
と
な
り
、
記
憶
か
ら
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
後
の
始
ま
り
は
、

一
九
四
五
年
の
第
三
帝
国
の
崩
壊

で
は
な
く
、
ま
た
四
九
年
の
西
ド
イ
ツ
建
国
で
も
な
い
、
戦
後
の
窮
乏
と
混
乱
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
た
四
八
年
の
通
貨
改
革
と
し
て
記

戦後西ドイツ史研究における一九五0年代論

臆
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

日
常
生
活
史
の
観
点
か
ら
は
、
五
0
年
代
は
、
「
戦
争
」
と
し
て
一
括
さ
れ
る
第
二
次
世
界
大
戦
末
か
ら
戦
後

初
期
の
混
乱
と
貧
窮
の
空
白
の
五
年
間
の
中
断
を
挟
ん
で
、
三
0
年
代
後
半
か
ら
戦
争
が
激
化
す
る
ま
で
の
社
会
状
況
と
連
続
性
の
あ

る
ひ
と
纏
ま
り
の
経
験
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。一l
ト
ハ
マ
l

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
方
法
論
に
お
い
て
も
、

知
識
人
の
政
治
思
潮
に
も
と
づ
く
観
点
か
ら
提
唱
さ
れ
た
「
復
古
」
に
代
わ
っ
て
、
日
常
生
活
史
レ
ベ
ル
の
「
民
衆
の
連
続
性
」
を
重

視
し
た
点
で
、
ま
た
、
政
治
文
化
を
、
社
会
構
造
史
的
な
機
能
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
当
事
者
の
主
観
的
体
験
の
内
在
的
な

(M) 

把
握
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
点
で
、
七
0
年
代
ま
で
の
二
大
解
釈
枠
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

戦
中
戦
後
を
分
か
つ
四
五
年
の
時
期
区
分
に
対
し
て
、
一
九
四
三
l

四
八
年
の
ド
イ
ツ
社
会
の
構
造
の
変
化
を
重
視
し
よ
う
と
す
る

試
み
が
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の
現
代
史
研
究
所
の
M
・
プ
ロ
シ
ャ
l

ト
を
中
心
と
す
る
共
同
研
究
『
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラi
ド
か
ら
通
貨
改

(
お
)

で
あ
っ
た
。
同
書
は
、
表
題
が
示
す
よ
う
に
、

革
ま
で
』
(
一
九
八
八
年
)

一
九
四
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラl
ド
で
の
ド
イ
ツ
第
六

軍
の
壊
滅
に
よ
る
戦
況
の
悪
化
か
ら
、
東
西
分
断
が
事
実
上
確
定
す
る
四
八
年
の
通
貨
改
革
ま
で
の
期
聞
を
対
象
に
、
総
力
戦
の
深
化

の
過
程
自
体
と
戦
争
の
末
期
か
ら
戦
後
初
期
の
限
定
さ
れ
た
短
期
の
社
会
構
造
の
変
化
を
、

バ
イ
エ
ル
ン
州
を
中
心
と
す
る
多
数
の
ケ

ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
含
ん
で
、
社
会
史
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
論
集
で
扱
わ
れ
た
「
社
会
」
変
化
は
、
戦
争
末
期
の
空

59 

襲
・
疎
開
の
影
響
に
よ
る
都
市
か
ら
農
村
へ
の
人
口
移
動
と
、それ
に
と
も
な
う
旧
来
の
農
村
の
生
活
様
式
の
変
貌
や
、
宗
派
別
の
居

コ
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住
構
造
の
緩
和
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
の
社
会
構
造
の
変
化
と
社
会
的
流
動
性
の
上
昇
を
つ
う
じ
て
、
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
政
治

文
化
が
弛
緩
し
、
心
性
面
で
も
、
四
五
年
の
占
領
軍
の
一
連
の
民
主
化
政
策
が
実
施
さ
れ
る
以
前
に
、
既
に
の
ち
の
西
ド
イ
ツ
の
自
由

主
義
的
民
主
主
義
体
制
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
世
論
の
変
化
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
政
治
史
的
な
観
点
か
ら
も
こ
の
時
期

(
お
)

が
も
っ
「
革
命
的
な
」
重
要
性
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
多
様
な
問
題
関
心
に
も
と
づ
く
八0
年
代
の
戦
後
史
研
究
の
動
向
に
は
、
い
く
つ
か
の
共
通
す
る
傾
向
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、

五
0
年
代
前
半
ま
で
の
社
会
を
二
・
一
二0
年
代
か
ら
の
ひ
と
纏
ま
り
の
社
会
・
文
化
的
ユ
ニ
ッ
ト

と
し
て
把
握
し
、

一
九
四
五
年
と
は
異
な
る
新
た
な
時
代
区
分
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

八
0
年
代
の
戦
後
史
研
究
に
お
い
て
、
四
五
年
以
前
の
ド
イ
ツ
社
会
と
五
0
年
代
前
半
の
社
会
の
連
続
性
が
注
目
さ
れ
た
背
景
の
一

っ
と
し
て
は
、
ま
ず
最
初
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
近
代
史
と
現
代
史
の
専
門
領
域
の
越
境
が
可
能
と
な
り
、
長
期
の
ス
パ
ン
で
考
察

す
る
視
角
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
に
加
、
え
て
、
九
0
年
代
半
ば
ま
で
の
戦
後
史
研
究
の
動
向
を
概
観
し
た

A
-
D
N

マ
ン
ト
イ
フ
ェ
ル
は
、
六
0

年
代
末
以
降
の
西
ド
イ
ツ
社
会
の
ポ
ス
ト
産
業
社
会
へ
の
変
容
と
そ
れ
に
と
も
な
う
価
値
観
の

(
幻
)

変
化
を
挙
げ
て
い
る
。
七
0
年
代
以
来
、
経
済
的
に
は
長
期
に
わ
た
る
経
済
停
滞
と
大
量
失
業
を
、
政
治
的
に
は
新
し
い
社
会
運
動
の

高
揚
と
戦
後
の
伝
統
的
な
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
化
を
体
験
し
た
八
0
年
代
の
視
点
か
ら
戦
後
を
顧
み
る
と
、
五0
年
代
、
と
り
わ
け
そ

の
前
半
の
生
活
文
化
や
価
値
観
は
現
代
か
ら
断
絶
し
た
|
現
代
よ
り
逢
か
に
戦
前
の
時
代
に
近
い
|
過
去
の
一
時
代
と
し
て
、
あ
る
種

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
と
も
な
っ
て
同
時
代
人
の
目
に
映
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

八
0

年
代
の
研
究
に
見
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
傾
向
は
、
右
の
時
代
の
雰
囲
気
の
変
化
と
も
関
わ
る
近
代
化
論
の
再
考
と
い
う
、
ド
イ

ツ
近
現
代
史
に
共
通
す
る
動
向
の
反
映
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
八
0
年
代
に
は
、
第
二
帝
政
期
の
「
近
代
化
」
を
主
要
な
対
象
と



し
て
「
特
有
の
道
」
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
、
第
三
帝
国
期
に
関
し
て
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
近
代
性
と
近
代
化
効
果
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
性

化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
議
論
の
根
底
に
は
従
来
の
近
代
化
論
が
前
提
と
し
て
い
た
「
近
代
化
」
概
念
の
再
考
が
あ
っ
た
。
八

0
年
代
の

五
0
年
代
論
の
展
開
に
も
、
こ
の
よ
う
な
近
代
化
概
念
の
揺
ら
ぎ
は
、
偏
差
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
、
反
映
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
例
え
ば
、
五
0
年
代
の
時
代
概
念
と
し
て
「
近
代
化
」
を
使
用
し
た
シ
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
は
、
こ
の
概
念
を
社
会
生
活
面
で
の
広
範

戦後西ドイツ史研究における一九五0年代論

な
近
代
化
を
指
す
意
味
に
お
い
て
用
い
て
い
る
。
彼
の
近
代
化
概
念
は
明
確
な
定
義
を
欠
く
素
描
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

そ
こ

に
は
都
市
化
、
社
会
階
層
の
再
編
、
、
消
費
文
化
、
文
学
・
芸
術
思
潮
、
同
時
代
人
の
生
活
感
覚
ま
で
も
が
網
羅
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
点
で
、
従
来
の
近
代
化
論
が
対
象
と
す
る
制
度
領
域
と
重
複
す
る
点
も
確
か
に
多
い
の
だ
が
、は
る
か
に
広
範
な
「
社
会
」
の
領

域
を
包
括
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
従
来
の
近
代
化
論
と
そ
れ
に
依
拠
す
る
社
会
構
造
史
の
方
法
論
に
対
し
て
、
も
っ
と
も
明
確

に
再
考
を
追
っ
た
の
が
ニ
l

ト
ハ
マ
l

の
研
究
で
あ
る
。
社
会
構
造
史
の
客
観
的
な
長
期
の
経
済
・
政
治
構
造
に
対
置
さ
れ
る
同
時
代

人
の
主
観
の
内
在
的
な
意
味
解
釈
の
重
視
、
機
能
に
対
す
る
意
味
の
復
権
、
巨
視
的
、
超
越
論
的
視
点
に
代
わ
る
日
常
生
活
と
地
方
史

と
い
う
微
視
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加
え
、
世
代
・
ジ
ェ
ン
ダl
の
視
点
を
史
料
の
分
析
に
導
入
し
た
点
に
お
い
て
も
、
彼
の
研
究
ス
タ

イ
ル
は
、
近
代
化
論
へ
の
批
判
と
い
う
色
彩
を
最
も
強
く
帯
び
て
い
た
。
ま
た
、
長
期
の
社
会
史
的
連
続
性
を
重
視
す
る
コ
ン
ツ
ェ
ら

の
方
法
論
と
ブ
ロ
シ
ャ
l

ト
の
よ
り
短
期
の
社
会
変
動
へ
の
注
目
は
、
「
近
代
化
」
の
個
別
領
域
の
自
律
性
へ
の
注
目
と
い
う
点
で
、

政
治
体
制
の
断
絶
に
も
と
づ
く
、
ド
イ
ツ
社
会
の
全
般
的
な
転
換
点
と
し
て
の
四
五
年
の
相
対
化
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
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八
0
年
代
の
戦
後
史
研
究
の
動
向
を
整
理
す
る
と
、
時
期
区
分
に
関
し
て
も
研
究
対
象
に
関
し
て
も
、
「
復
古
テi
ゼ
」
と
「
新
た

な
出
発
」
と
い
う
二
つ
の
統
一
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
有
効
性
が
失
わ
れ
、
研
究
対
象
の
拡
大
を
み
る
と
と
も
に
、
多
元
的
な
研
究
の
方

法
論
が
並
立
す
る
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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四

「
再
帰
化
す
る
近
代
」
と
五
0
年
代
の
「
近
代
化
」
|
|
一
九
九
0
年
代
の
動
向
!
i

一
九
九
0
年
代
以
降
の
戦
後
史
研
究
は
、
A

・
シ
ル
ト
を
中
心
と
す
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
新
た
な

展
開
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ル
ト
の
総
合
的
な
五

0
年
代
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
研
究
と
し
て
は
共
編
著
「
再
建
の
中
の
近
代
化

(
お
)

|
五
0
年
代
の
西
ド
イ
ツ
社
会
|
」
(
一
九
九
三
年
)
と
『
近
代
的
な
時
代
五

0
年
代
の
連
邦
共
和
国
の
余
暇
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
お

(
m
U
)
 

よ
ぴ
「
時
代
精
神
」
!
』
(
一
九
九
五
年
)
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
前
者
は
約
五O名
の
論
者
に
よ
る
個
別
研
究
の
集
大
成
と
い
う
性
格
が

濃
厚
で
あ
る
た
め
、
同
書
か
ら
明
確
な
五
0
年
代
像
を
絞
り
込
む
こ
と
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
、
最
も
明
確
で
総
合
的

な
五
0
年
代
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
『
近
代
化
の
時
代
』

の
問
題
意
識
と
方
法
論
お
よ
び
研
究
対
象
と
な
る
領
域
を
考

察
す
る
こ
と
で
、
九

0
年
代
以
降
の
戦
後
史
研
究
の
動
向
の
一
端
を
垣
間
見
た
い
。

シ
ル
ト
の
戦
後
史
研
究
は
、
八
0
年
代
に
社
会
学
者
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
ポ
ス
ト
産
業
社
会
論
の
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
た
。

と
り
わ
け
、
社
会
学
者
ウ
ル
リ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
に
よ
っ
て
八
六
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
危
険
社
会
』
の
再
帰
的
近
代
化
論
に
触
発
さ
れ
、
受

(
初
)
(
況
)

け
た
影
響
は
大
き
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
最
初
に
『
危
険
社
会
』
に
即
し
て
、
ベ
ッ
ク
の
再
帰
的
近
代
化
概
念
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

ベ
ッ
ク
が
「
危
険
社
会
」
で
提
唱
し
た
再
帰
的
近
代
化
論
と
従
来
の
近
代
化
論
の
最
大
の
相
違
点
は
、
再
帰
的
近
代
化
論
に
お
い
て

は
、
近
代
社
会
の
現
代
化
に
そ
の
問
題
関
心
の
焦
点
が
存
在
す
る
こ
と
に
あ
る
。
「
危
険
社
会
」
で
は
一
九
七0
年
代
以
降
の
西
ド
イ

ツ
社
会
が
経
験
し
た
産
業
社
会
(
H
「
近
代
」
)か
ら
危
険
社
会
(
H
「
再
帰
的
近
代
」
)へ
の
移
行
が
、
主
に
二
つ
側
面
か
ら
論
じ
ら

れ
た
。
第
一
に
、
予
測
可
能
な
科
学
技
術
と
富
の
分
配
の
論
理
を
基
軸
と
す
る
一
九
世
紀
以
来
の
産
業
社
会
が
、
技
術
的
な
複
雑
さ
の

増
大
と
第
二
次
大
戦
後
の
福
祉
国
家
の
発
展
に
よ
っ
て
、
算
定
不
可
能
で
ひ
と
た
び
起
れ
ば
破
滅
的
な
被
害
を
被
る
「
危
険
」
が
一
般



化
し
分
配
さ
れ
る
危
険
社
会
の
段
階
へ
転
換
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
二
に
、
産
業
社
会
か
ら
危
険
社
会
へ
の
転
換
に
と
も

な
う
西
ド
イ
ツ
社
会
の
社
会
構
造
の
変
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
家
族
・
社
会
階
級
の
領
域
で
は
個
人
化
の
過
程
が
進
み
、

政
治
の
領
域
で
は
従
来
の
階
級
中
心
の
権
力
構
造
の
分
化
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
科
学
的
認
知
シ
ス
テ
ム
へ
の
依
存
が
も
た
ら
さ
れ
つ
つ

戦後西ドイツ史研究における一九五0年代論

あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
従
来
の
近
代
化
論
は
「
伝
統
」
H

前
近
代
と
「
近
代
」
の
二
分
論
的
歴
史
理
解
に
も
と
づ
き
、

(
泣
)

を
独
立
し
た
一
つ
の
範
曙
と
し
て
扱
う
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
再
帰
的
近
代
化
論
で
は
お
お
よ
そ
七

0
年
代
以
降
を

「
現
代
」

「
再
帰
的
近
代
」
と
し
て
「
近
代
」
か
ら
区
分
し
、
「
近
代
化
」
を
三
段
階
の
過
程
と
し
て
把
握
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
八

0
年
代
の
ポ
ス
ト
産
業
社
会
論
の
隆
盛
と
、
そ
れ
と
並
ぶ
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
近
代
批
判
は
、
戦
後
史
の
時

代
区
分
ば
か
り
で
は
な
く
、
従
来
の
近
代
化
論
の
前
提
と
方
法
論
に
再
考
を
ー
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
長
期
の
経
済
・
社
会
構
造
を
分
析

の
中
心
に
据
え
る
従
来
の
近
代
化
論
で
は
、
近
代
化
の
客
観
的
な
経
済
・
社
会
構
造
で
あ
る
「
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
」
と
主
観
的
・
文
化
的

側
面
で
あ
る
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
の
う
ち
、
一
般
に
前
者
の
分
析
に
力
点
が
置
か
れ
、
後
者
は
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

A

・
シ
ル
ト
の
概
括
に
拠
れ
ば
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
刺
激
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
近
現
代
史
研
究
に
お
け
る
近
代
化
論
は
、
二

(
お
)

方
向
で
の
戦
略
的
な
転
回
を
遂
げ
た
と
考
ら
れ
る
。
彼
は
、
第
一
の
方
向
性
と
し
て
、
従
来
の
社
会
・
経
済
的
側
面
に
代
わ
り
、
近
代

社
会
の
自
己
省
察
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
点
を
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
「
近
代
」
の
自
明
性
が
揺
ら
い
だ
た
め
に
、
同
時
代
人
が
何

を
「
モ
ダ
ン
」
と
し
で
理
解
し
た
の
か
が
、
大
文
字
の
「
近
代
」
に
代
わ
っ
て
関
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
研
究
領
域
の
変
化
と

い
う
観
点
か
ら
は
、
美
学
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
、
「
近
代
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
行
為
者
の
主
観

的
・
文
化
的
側
面
を
復
権
し
よ
う
と
す
る
動
き
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
他
方
で
、
第
二
の
有
向
性
と
し
て
は
、
「
近
代
」
の
歴
史
化
へ
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の
志
向
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
近
代
内
部
で
の
時
期
区
分
と
時
代
変
化
へ
の
注
目
が
増
す
一
方
、
個
別
制
度
領
域
の
相
対
的
な
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(
お
)

自
律
性
と
時
系
列
の
変
化
が
重
視
さ
れ
る
。
『
近
代
的
な
時
代
』
の
導
入
部
で
、
シ
ル
ト
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
前
章
で
述
べ
た
八

O

年
代
以
降
の
戦
後
史
研
究
の
動
向
を
、
近
代
化
理
論
の
転
換
と
い
う
観
点
か
ら
概
括
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
シ
ル
ト
の
五
0
年
代
研
究
の
問
題
関
心
と
方
法
論
は
、
八
0
年
代
の
近
代
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
、
産
業
社
会
と
ポ
ス
ト

産
業
社
会
と
い
う
転
換
期
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
従
来
の
近
代
化
論
の
方
法
論
と
近
代
化
概
念
を
再
考
し
、五
0
年
代
の
西
ド
イ
ツ

社
会
を
、
「
近
代
の
構
造
破
綻
」
(
ベ
ッ
ク
)の
過
程
の
中
に
歴
史
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
要
約
で
き
る
。

右
の
よ
う
な
問
題
関
心
と
方
法
論
に
も
と
づ
い
て
、
『
近
代
的
な
時
代
』で
研
究
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
な
三
つ
の
課
題
が
設
定
さ
れ

る
。
第
一
は
、

五
0
年
代
の
社
会
変
化
を
五
五
年
を
お
お
よ
そ
の
境
と
し
て
「
再
建
」
期
と
「
拡
大
」
期
に
区
分
し
、
二
つ
の
局
面
の

具
体
的
な
諸
相
と
相
互
関
係
を
明
確
に
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
瓦0
年
代
前
半
の
「
再
建
」
期
内
の
再
建
の
段
階
と

五
0
年
代
後
半
に
つ
な
が
る
新
た
な
「
近
代
化
」
の
方
向
へ
の
移
行
を
同
時
に
考
察
す
る
必
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。
第
二
は
、
五O
年

代
前
半
の
社
会
の
「
再
建
」
の
水
準
を
確
定
し
、
五
0
年
代
後
半
の
「
拡
大
」
H

「
近
代
化
」
の
局
面
と
区
別
す
る
た
め
に
、
両
大
戦

間
期
か
ら
六
0
年
代
初
頭
ま
で
の
期
間
を
対
象
に
、
「
社
会
」
の
個
別
領
域
に
お
け
る
通
時
的
な
変
化
を
具
体
的
な
デ
!
タ
を
と
も
な

っ
て
跡
づ
け
る
必
要
性
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
、五
0
年
代
の
社
会
変
化
の
過
程
に
、
「
ア
メ
リ
カ
化
」
と
い
う
概
念
で
一
括

さ
れ
る
国
外
か
ら
イ
ン
パ
ク
ト
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
、
二
・
一
二
0
年
代
l

六
0
年
代
初
頭
ま
で
の
長
期
の
ス
パ
ン
の

(
お
)

中
で
考
察
す
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
課
題
の
探
究
は
、
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
領
域
を
研
究
対
象
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
ず
第
一
部
で
は
、
社
会

構
造
の
「
近
代
化
」
に
関
わ
る
領
域
で
の
こ
・
三
0
年
代
i

六
0
年
代
初
頭
ま
で
の
通
時
的
な
変
化
が
概
観
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
経

済
発
展
、
住
宅
建
設
、
人
口
動
態
、
社
会
階
層
主
雇
用
構
成
、
資
格
制
度
、
居
住
構
造
な
ど
巨
視
的
で
長
期
的
な
社
会
構
造
の
変
化
が



(
町
四
)

考
察
の
対
象
と
な
る
。
次
に
、
第
二
部
・
第
三
部
で
は
、
よ
り
微
視
的
な
日
常
レ
ベ
ル
で
の
「
近
代
化
」
の
諸
相
が
検
討
さ
れ
る
。
主

要
な
研
究
対
象
は
、
消
費
生
活
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
第
二
部
で
は
、
家
計
の
支
出
パ
タ
ー
ン
、
具
体
的
な
消
費
材
の
普
及
状
況
、

戦後西ドイツ史研究における一九五0年代論

余
暇
形
態
、
青
少
年
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
中
心
に
消
費
文
化
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
続
い
て
、
第
三
部
で
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発

(
幻
)

達
が
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
雑
誌
の
普
及
を
対
象
に
、
戦
前
と
の
比
較
を
と
も
な
っ
て
詳
細
に
跡
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
第

四
部
で
は
、
第
二
部
・
第
三
部
で
提
示
さ
れ
た
、
五

0
年
代
後
半
に
始
ま
る
西
ド
イ
ツ
社
会
の
「
近
代
化
」
現
象
に
対
す
る
同
時
代
人

の
感
覚
の
発
掘
が
企
て
ら
れ
る
。
「
消
費
社
会
」
「
余
暇
」
「
大
衆
」
「
疎
外
」
「
技
術
」
「
ア
メ
リ
カ
化
」
と
い
っ
た
五

0
年
代
の
「
近
代

化
」
の
指
標
と
な
る
概
念
が
選
び
出
さ
れ
、
個
々
の
概
念
に
対
す
る
同
時
代
人
の
言
説
が
、
世
論
調
査
、
新
聞
、
雑
誌
、
文
学
、
政
治

思
想
、
評
論
な
ど
の
広
範
な
領
域
の
史
料
の
渉
猟
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
日
常
生
活
か
ら
政
治
思
想
ま
で
を
含
む
さ
ま
ざ

(
お
)

ま
な
レ
ベ
ル
で
の
同
時
代
人
の
「
近
代
化
」
の
理
解
と
体
験
の
再
現
が
試
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
領
域
の
検
討
を
つ
う
じ
て
、
シ
ル
ト
は
、
五0
年
代
後
半
、
と
り
わ
け
そ
の
第
3

三
半
期
に
、
客
観
的
な
デ
l

タ
の
点
で

も
、
同
時
代
人
の
主
観
的
な
認
識
の
点
に
お
い
て
も
戦
間
期
か
ら
五

0
年
代
前
半
ま
で
を
特
徴
づ
け
た
社
会
・
文
化
的
な
パ
タ
ー
ン
と

(
お
)

の
断
絶
を
認
め
、
五
0
年
代
の
社
会
が
新
た
な
「
近
代
化
」
の
局
面
へ
変
化
し
て
ゆ
く
様
相
を
社
会
史
的
に
跡
づ
け
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
シ
ル
ト
の
五
0
年
代
論
は
、
多
く
の
点
で
八
0
年
代
の
研
究
動
向
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。
彼
は
、
五0年
代
後
半

の
「
近
代
化
」
を
ド
イ
ツ
社
会
史
上
の
画
期
と
捉
え
る
、
ン
ュ
ヴ
ア
ル
ツ
の
時
代
概
念
を
受
容
し
つ
つ
、
他
方
で
二
・
三
0
年
代
か
ら
五

0
年
代
後
半
ま
で
を
社
会
・
文
化
的
な
連
続
性
を
も
っ
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
把
握
す
る
点
で
、

一l
ト
ハ
マ
ー
や
モ
l

ザ
!
の
視

角
を
継
承
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ル
ト
の
五

0
年
代
論
の
研
究
史
上
の
意
義
は
、
八
0
年
代
の
研
究
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
た
二
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つ
の
研
究
の
方
向
性
を
自
覚
的
に
統
合
し
、
史
料
の
博
捜
に
よ
る
膨
大
な
デl
タ
の
収
集
に
よ
っ
て
、
五
0
年
代
内
部
の
「
再
建
」
と
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「
拡
大
」
の
局
面
の
変
化
を
考
慮
し
つ
つ
、よ
り
明
確
で
総
合
的
な
五
0
年
代
の
社
会
変
化
の
諸
相
を
描
い
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
り
わ
け
、

五
0
年
代
の
「
近
代
化
」
の
体
験
の
多
様
性
を
、
消
費
生
活
や
大
衆
文
化
と
い
う
日
常
的
な
レ
ベ
ル
で
の
「
モ
ダ
ン
」
の

体
験
か
ら
政
治
思
想
に
お
け
る
「
近
代
化
」
概
念
ま
で
、
解
釈
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
拠
っ
て
、
重
層
的
に
描
き
だ
し
た
点
に
特
徴
が
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
近
代
化
」
の
過
程
に
お
け
る
主
観
的
・
文
化
的
側
面
の
重
視
は
、そ
れ
ま
で
の
戦
後
史
研
究
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
研
究
対
象
と
し
た
点
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
同
室
田
の
副
題
「
五
0
年
代
の
連
邦
共
和
国
の
余
暇
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
「
時
代
精
神
』
」
が
象
徴
す
る
よ
う
に

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
し
て
伝
達
さ
れ
る
「
文
化
」

へ
の
関

心
の
傾
斜
こ
そ
が
、
シ
ル
ト
の
研
究
の
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
と
い
、
え
る
。
八
0
年
代
の
研
究
で
は
、
瓦
0
年
代
の
広
範
な
「
社
会
」

の
領
域
が
研
究
対
象
と
な
っ
た
が
、
個
々
の
研
究
は
、
個
別
の
問
題
設
定
に
も
と
づ
い
て
、そ
の
問
題
解
明
の
補
完
的
な
手
段
と
し
て

「
社
会
」
の
領
域
を
取
り
あ
げ
て
き
た
。つ
ま
り
、

そ
こ
で
の
「
社
会
」
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
重
な
り
あ
う
領
域
と
し
て
想
定
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
九
0
年
代
の
シ
ル
ト
の
研
究
で
は
、
「
近
代
化
」
に
関
す
る
同
時
代
人
の
主
観
的
な
意
味
づ

け
の
内
在
的
把
握
と
再
現
そ
れ
自
体
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
い
わ
ば
「
社
会
」
は
「
文
化
」
の
領
域
に
溶
け
て
し

ま
い
、
固
有
の
領
域
と
し
て
の
独
自
性
を
失
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
『
近
代
的
な
時
代
」
に
お
け
る
当
初
の
問
題
設
定
と
実
際
の
研
究
の
方
法
論
と
対
象
を
検
討
す
る
と
、
九

0
年
代
の

五
0
年
代
論
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
九
0
年
代
の
シ
ル
ト
の
研
究
で
は
対
象
の
拡
大
と
個
別
領
域
ご
と
の
時
系
列
的
な
研
究
が
進
展
し
た
反
面
、
個
別
領
域
の

相
互
の
関
連
を
問
う
視
角
が
と
り
に
く
く
な
っ
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
五

0
年
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
お
け
る
「
近
代
化
」
の
多
様

性
と
重
層
性
が
示
さ
れ
る
一
方
で
、

そ
れ
ら
が
個
別
領
域
の
時
系
列
的
な
変
化
の
経
験
的
記
述
の
併
記
と
集
大
成
に
と
ど
ま
り
、
最
終



的
に
五
0

年
代
後
半
の
「
近
代
化
」
の
過
程
に
お
い
て
、
個
々
の
領
域
に
ど
の
よ
う
な
構
造
的
な
連
闘
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明

確
な
説
明
を
欠
く
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
シ
ル
ト
が
選
択
し
た
解
釈
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
研
究
対
象
の
文
化
的
な
領
域
へ
の
傾
斜
は
、

「
近
代
化
」
の
多
様
な
諸
相
の
理
解
と
叙
述
の
点
で
は
成
功
を
お
さ
め
た
が
、
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
方
法
論
の
模
索
も
ま
た
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

戦後西ドイツ史研究における一九五0年代論

第
二
の
問
題
点
と
し
て
、
シ
ル
ト
に
代
表
さ
れ
る
九
0
年
代
の
研
究
で
は
、
五
0
年
代
の
「
近
代
化
」
を
捉
え
る
際
の
、
具
体
的
な

問
題
設
定
と
視
角
が
拡
散
す
る
傾
向
を
指
摘
で
き
る
。
九
0
年
代
の
研
究
で
は
、
五
0
年
代
の
社
会
の
多
様
な
諸
現
象
が
「
近
代
化
」

と
い
う
あ
ま
り
に
包
括
的
な
概
念
に
一
括
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
、
八0
年
代
の
研
究
に
見
ら
れ
た
戦
後
西
ド
イ
ツ
に
お
け

る
社
会
階
層
の
形
成
や
、
政
治
文
化
の
変
化
を
問
お
う
と
す
る
具
体
的
な
問
題
設
定
は
後
景
に
退
い
て
い
る
。
シ
ル
ト
に
は
政
治
史
に

関
し
て
も
保
守
主
義
を
主
要
な
テ
l

マ
と
し
た
個
別
研
究
が
多
数
あ
り
、
政
治
の
領
域
を
研
究
対
象
か
ら
排
除
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

(
幼
)

ぃ
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ル
ト
の
関
心
は
具
体
的
な
政
治
運
動
や
政
治
シ
ス
テ
ム
の
分
析
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
背
景
と
な

る
世
論
や
政
治
風
土
の
分
析
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
の
拡
散
と
「
近
代
化
」
概
念
の
普
遍
的
会
使
用
は
、
第

一
の
問
題
点
で
指
摘
し
た
解
釈
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
相
侠
っ
て
、
五

0
年
代
の
「
社
会
」
の
動
態
的
な
把
握
を
困
難
な
も
の
に
し
て

ぃ
，h
v
o

第
三
は
、
再
帰
的
近
代
化
論
の
時
期
区
分
と
五
0
年
代
の
「
近
代
化
」
の
住
置
づ
け
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
ベ
ッ
ク
の
再
帰
的
近

代
化
論
で
は
、
「
近
代
」
は
「
(
単
純
な
)
近
代
」
と
「
再
帰
的
近
代
」
の
ニ
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
戦

お
お
よ
そ
七
0
年
代
初
頭
を
境
と
し
て
、
「
近
代
」
か
ら
「
再
帰
的
近
代
」
へ
と
移
行
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。

後
の
西
ド
イ
ツ
社
会
は
、

67 

こ
の
ベ
ッ
ク
の
再
帰
的
近
代
化
論
の
時
期
区
分
を
、
直
接
、
戦
後
史
研
究
の
時
期
区
分
に
適
用
す
る
と
、
二
・
三0
年
代
か
ら
五
O
年
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代
は
「
近
代
」
に
区
分
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
「
危
険
社
会
」
「
危
険
」
と
い
っ
た
概
念
に
象
徴
さ
れ
る
「
再
帰
的
近
代
」
の
危
機
的
状

況
と
不
安
定
さ
に
対
照
さ
れ
る
形
で
、
五
0
年
代
を
含
む
「
近
代
」
の
相
対
的
な
安
定
性
が
、
逆
に
、
や
や
過
度
な
ま
で
に
前
景
化
さ

れ
て
し
ま
う
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
再
帰
的
近
代
化
」
概
念
が
潜
在
的
に
も
っ
て
い
た
「
近
代
化
」(H
「
近

代
」
+
「
再
帰
的
近
代
」
)
に
内
在
す
る
不
安
定
さ
の
認
識
や
従
来
の
楽
観
的
、
進
歩
主
義
的
な
近
代
化
概
念
に
対
す
る
批
判
と
い
う

問
題
意
識
が
後
景
に
退
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、R
・
メ
ラ
ー
が
戦
後
史
研
究
の
整
理
を
試
み
た
九
七
年
の
論

考
で
、
シ
ル
ト
ら
が
五
0
年
代
の
時
代
概
念
と
し
て
使
用
す
る
「
近
代
化
」
概
念
の
有
効
性
を
評
価
し
つ
つ
も
、そ
れ
が
「
D

・
ポ
イ

カ
!
ト
の
画
期
的
な
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
研
究
に
よ
っ
て
照
ら
し
だ
さ
れ
た
ー
近
代
の
負
の
側
面
へ
の
よ
り
注
意
深
い
考
察
を
含
め
る
べ
き

{
H
U
)
 

で
あ
る
」
と
疑
念
を
表
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ッ
ク
の
再
帰
的
近
代
化
概
念
と
シ
ル
ト
の
近
代
化
概
念
の
聞
に
は
組
離
が
認
め
ら
れ

る
こ
の
「
近
代
化
」
概
念
の
混
乱
と
未
整
理
は
、
再
帰
的
近
代
化
論
が
、
「
近
代
」
日
産
業
社
会
内
部
の
変
容
と
「
再
帰
的
近
代
」

H

危
険
社
会
の
出
現
の
動
因
の
説
明
に
つ
い
て
明
確
な
論
理
展
開
を
欠
く
こ
と
に
由
来
す
る
。
ベ
ッ
ク
は
『
危
険
社
会
』
の
中
で
、
家

族
・
社
会
階
級
と
職
業
生
活
・
政
治
・
科
学
と
い
う
四
つ
の
制
度
領
域
に
つ
い
て
「
近
代
」
か
ら
「
再
帰
的
近
代
」
へ
の
変
化
の
説
明

を
試
み
て
お
り
、
そ
の
主
要
な
要
因
と
し
て
福
祉
国
家
の
発
展
や
技
術
的
な
複
雑
性
の
増
大
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
移
行
の
論

(
必
)

理
に
関
し
て
は
)
近
代
自
身
の
自
己
運
動
の
結
果
と
捉
え
る
シ
ス
テ
ム
論
的
発
想
が
強
く
、
説
得
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
ベ
ッ
ク
の
い
う
「
近
代
の
構
造
破
綻
」
の
歴
史
的
説
明
を
試
み
る
な
ら
、
五
0
年
代
の
「
近
代
化
」
を
前
近
代
↓
近
代
↓

再
帰
的
近
代
の
三
区
分
の
中
に
た
だ
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
同
時
に
、
五
O
i
六
0
年
代
の
西
ド
イ
ツ
社
会
の
ど

の
よ
う
な
制
度
や
構
造
が
、
い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
、
七
0
年
代
以
降
の
「
再
帰
的
近
代
」
の
段
階
へ
転
換
し
た
の
か
を
問
う
こ
と



が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
五
0
年
代
の
時
代
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
る
「
近
代
化
」
概
念
に
概
念
的
な
再
検
討

を
加
え
る
と
と
も
に
、
近
年
シ
ル
ト
ら
が
研
究
の
重
心
を
移
し
つ
つ
あ
る
後
続
期
の
六
0
年
代
に
、
西
ド
イ
ツ
社
会
が
ど
の
よ
う
な
変

化
を
遂
げ
た
の
か
に
つ
い
て
、
構
造
的
連
関
へ
の
考
察
を
含
め
た
「
近
代
化
」
の
動
態
的
な
把
握
が
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

戦後西ドイツ史研究における一九五0年代論

お
わ
り
に

一
九
八
0
年
代
以
降
の
戦
後
史
研
究
の
展
開
に
よ
っ
て
、
現
在
、
「
復
古
」
か
「
新
た
な
出
発
」
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
五

0
年

代
論
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
五
0
年
代
の
西
ド
イ
ツ
社
会
は
「
近
代
化
」
の
時
代
と
し
て
、
ド
イ
ツ
社
会
史
上
の
画
期
と
し
て
評

る
。
ま
た
、

そ
の
研
究
対
象
に
お
い
て
も
、

日
常
生
活
レ
ベ
ル
か
ら
政
治
思
潮
に
至
る
ま
で
具
体
的
な
形
で
再
現
さ
れ
て
い

七
0
年
代
末
ま
で
の
政
治
体
制
の
分
析
に
限
定
さ
れ
た
状
況
か
ら
、
思
想
、
世
論
、
文
化
、

価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
「
近
代
化
」
の
諸
相
も
、

日
常
生
活
、
人
口
動
態
と
い
っ
た
幅
広
い
社
会
現
象
一
般
へ
と
、
近
年
の
戦
後
史
研
究
の
テ

l

マ
の
拡
大
と
多
様
性
に
は
目
を
み
は
る

べ
き
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
五
0
年
代
論
に
も
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
な
お
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最

後
に
、
前
章
で
検
討
し
た
九
0
年
代
の
研
究
動
向
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
戦
後
史
研
究
の
課
題
を
展
望
し
て
終
わ
り
た
い
。

ひ
と
つ
は
、
五
0
年
代
の
「
近
代
化
」
の
過
程
と
変
化
を
動
態
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
時
系
列
に
よ
る
個
別
領
域
の
変
化
の
叙
述

と
具
体
的
な
問
題
設
定
に
も
と
づ
い
た
テ
l

マ
別
の
考
察
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
必
要
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。つ
ま
り
、

個
別
領
域
の
相
対
的
な
白
律
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
八
0
年
代
の
研
究
が
志
向
し
て
い
た
、
五
0
年
代
の
「
社
会
」
の
具
体
的
な
問

題
意
識
に
も
と
づ
い
た
分
析
へ
再
び
目
を
向
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
政
治
・
経
済
・
文
化
が
重
な
り
合
う

69 

領
域
と
し
て
の
「
社
会
」
の
領
域
の
回
復
が
試
み
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
政
治
史
の
分
野
で
も
、
五

0
年
代
の
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政
治
風
土
や
世
論
の
変
化
を
主
要
な
研
究
対
象
と
し
た
九0年
代
の
研
究
成
果
と
、
八
0
年
代
の
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
の
社
会
構
造
の

変
化
や
、
五
十0
年
代
の
持
続
的
な
経
済
成
長
の
も
と
で
の
政
治
的
ミ
リ
ュ
!
の
再
編
を
結
び
つ
け
て
論
じ
よ
う
と
す
る
方
向
性
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、

ブ
ロ
シ
ャ
l

ト
や
ニ
l

ト
ハ
マ
ー
ら
の
研
究
の
視
点
は
、
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

他
方
で
、
五
0
年
代
の
「
近
代
化
」
の
内
的
な
変
容
の
動
因
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
五
0
年
代
後
半
に
始
ま
る
「
近
代
化
」
の

過
程
が
、
七
0

年
代
以
降
の
「
近
代
の
構
造
転
換
」
と
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
か
、
「
近
代
化
」
概
念
の
精
轍
化
と
再
検
討

を
含
ん
だ
更
な
る
論
理
展
開
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、p九
0
年
代
末
以
降
、
シ
ル
ト
を
中
心
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
「
長

期
の
六
0
年
代
」
と
も
い
う
べ
き
一
九
五
七
l

七
三
年
を
対
象
ど
し
た
戦
後
史
研
究
の
動
向
と
、
そ
の
六
0
年
代
の
住
置
づ
け
が
、
今

(
必
)

後
、
注
目
さ
れ
る
ι

八
0
年
代
初
頭
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
が
「
復
古
」
概
念
に
対
し
て
、
「
近
代
化
」
を
五

0
年
代
の
西
ド
イ
ツ
社
会

そ
れ
は
戦
後
史
研
究
の
研
究
対
象
の
拡
大
を
と
も
な
う
新
た
な
方
法
論
を
指
し

を
特
徴
づ
け
る
時
代
概
念
と
し
て
提
起
し
た
際
に
は
、

示
す
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
八
0
年
代
以
降
の
研
究
が
一
定
の
成
果
を
お
さ
め
た
現
在
、五
0
年
代
論
は
、
「
近
代
化
」
の

諸
相
の
経
験
的
叙
述
を
超
え
て
、
「
近
代
」
と
「
現
代
」
と
の
決
定
的
な
転
換
期
と
し
て
、
そ
の
「
近
代
化
」
の
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
説
明
す
る
段
階
に
、
既
に
-
達
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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SUMMARY 74 

Die 1950er Jahre in der westdeutschen Zeitgeschichte nach 1945 

Akiko T ANAKA 

Der Zweck dieses Aufsatzes liegt darin, die neuen Tendenzen 1 
der Nachk王i詩egszeitforschungen凡1， aus der Sicht式t der , 
der 1950er J ahren, einzuordnen. 
Die politische Z舖ur des J ahres 1945 wurde lange Zeit als der 

entscheidenden Wendepunkt in der modemen deutschen Geschichte 
gehalten. Die zwei gegens舩zlichen Positionen eines totalen Neuanｭ
fangs nach 1945 auf der einen und einer bald danach beginnenden 
Restauration auf der anderen Seite herrschten in der Geschichteforｭ
schungsstrδmen �er N achkriegszeit. Die wissenschaftlichen Arｭ
gumente konzentrierten auf die Fr�phase der Bundesrepublik; vor 
allem auf das Gebiet des politischen Systems. Deshalb blieb die 
Bedeutung des rasanten Sozialwandels der 50er Jahre au゚er 
Betracht. 

Erst seit den 1980er Jahren begann in breitem Ausma゚  die 
Historisierung der westdeuschen Entwicklung in der N achkriegszei仁
Zum einen richten die Sozialhistoriker wie z.B. L. Niethammer oder 
J. Mooser ihren Blick auf die sozial-kulturelle Kontinuität, die trotz 
des politischen Bruches von 1945 sukzessiv weiter in der westｭ
deutschen Gesellschaft kontinuitierte. Zum anderen betonte H~P. 
Schwarz die beispiellose gesellschaftliche Modemisierung in der 
zweiten H舁fte der 50er J ahren. In den 1990er J ahren versuchtel) 
Sozialhisto-riker wie A.Schildt, basierend auf der Konzeption der 
"reflexive Modemisierung“, die oben erw臧nten zwei Forschungsriｭ
chtungen der 80er J ahre zu integrieren und das letzte Drittel der 50er 
Jahre als Beginn eines tiefgreifenden sozial-kulturellen Wandels in 
der Kontinuit舩 der deutschen Geschichte des 20. Jahrhunderts zu 
profilieren. Aus noch weiteren Perspektiven sollen wir fortab zwiｭ
schen die sozial-kulturelle Entwicklung und andere Strukturwandel 
wie im Politikbereich wieder integrieren, um das Gesellschaftswandel 
systematischer zu erkl舐en. 

キーワード: r復古J r新たな出発J 社会史的連続性近代化再帰的近

代化


